
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ビレッジプラン実践事業では、地区

の将来に向けた住民主体の将来プ

ランの策定と実現に向け、検討チー

ムによる活動を行ってきました。 

○ これまで２年間をかけて内容を練

ってきた結果、プランの骨子や行動

計画が出来上がりました。 

○ 今後は、地区の皆でプランの実現に

向けて取り組んでいくことになり

ます。 

 

（裏面に続く） 

令和７年３月 15 日  

〈発行元〉加茂市大谷地区検討会  
（上大谷、中大谷、下大谷） 

加茂市農林課 
新潟県三条農業普及指導センター 

１月 12 日（日）に、大谷３地区の連携による初めてのイベント「賽の神 怒涛の三

連鎖」を開催しました。 

開催に当たっては、当日の進行がスムーズに進むよう、また参加者が安全に楽しめ

るよう、ビレッジプラン検討チームメンバーや集落ごとに関係者が綿密な打合せを重

ねました。また、検討チームメンバー作成による開催チラシや SNS を活用した告知を

行い、地区内外からの参加者を募集しました。 

当日は晴天に恵まれたこともあって総勢約 300 人が集まり、下大谷→中大谷→上

大谷と時間差で点火される賽の神を追いかけながら、スルメや書初めを焼いたり、甘

酒のふるまいを受けたりなど、地区内外の方々が一緒に楽しいひと時を過ごしました。 

初めて３地区合同で行ったこのイベントが、今後大谷地区を振興していくきっかけ

になることが期待されます。 

大成功！ 賽の神
さいのかみ

 怒涛
ど と う

の三
さん

連鎖
れ ん さ

！ ～上・中・下 大谷３地区 合同で賽の神
さいのかみ

開催～ 

ビレッジプラン実践事業 これまでの動きとこれからの活動 

・ ほかの地区の賽の神を初めて見ら

れてよかった。 

・ 人が多くて盛り上がったね。 

・ 他にもいろんなことができそうだね！ 

・ 地区内の人が落ち着いて楽しめる

工夫が必要かもしれないね。 【地区内の方】 

・ 賽の神を初めてみて感動したよ。 

・ 子供たちの楽しみとして、するめ

やお菓子があったのがよかった。 

・ 暗くなってからの賽の神はとても

幻想的だったね。 【地区外の方】 

【将来プランの策定・実現に向けた活動の経過】 
2023 年 

2/24 地区役員へのビレッジプラン説明会 

  6/8 地区役員を交えた進め方検討会 

 7/15 チーム会議①（ビレッジプランとは何か） 

  8/26 チーム会議②（地区の現状を「見える化）） 

  10/21 チーム会議③（地区の現状を「見える化）） 

  11/25 チーム会議④（課題整理） 

  12 月 アンケート調査（地域活性化に向けた意向調査） 

2024 年 

 1/27 チーム会議⑤（課題整理、アンケート結果） 

  2/14 地区役員との検討（今後のすすめ方） 

  3/2 チーム会議⑥（農業・コミュニティ別検討） 

4/6 チーム会議⑦（問題点抽出） 

5/25 チーム会議⑧（問題に対する解決策検討） 

  6/22 チーム会議⑨（専門家への質問事項の整理） 

  7/17 専門家による現地支援（現地巡回、検討） 

  8/10 チーム会議⑩ 

  10/12 チーム会議⑪ 

  11/30 チーム会議⑫（賽の神打ち合わせ） 

12/10 賽の神イベント開催準備会議 

  12/21 チーム会議⑬（賽の神打ち合わせ） 

2025 年 

1/12 賽の神怒涛の三連鎖 開催 

 1/18 チーム会議⑭（賽の神イベント振り返り） 

  2/22 チーム会議⑮（将来プランの決定） 

【下大谷】 15 時着火 

冬にはめずらしい絶好の青空の下で記念撮影 

【中大谷】 16 時 30 分着火 

習字が天高く舞い上がりました！ 

【上大谷】 18 時着火 

日が落ちて幻想的な雰囲気に 

 【賽ノ神 怒涛の三連鎖 実現の経緯】 

「ビレッジプラン」検討チームでは、こ

れまで「小さな村ではあるが安心して生

活できる大谷地区の実現」と、 「地域資源

を活かした持続的な農業形態の維持・発

展」に向け、話し合いを重ねてきました。 

会議では大谷地区の「地域資源」や「活

性化」などについても話し合って来まし

たが、 「ふるさとのためにとにかく動き出

してみよう！」と話がまとまり、３地区の 

役員や関係機

関の協力で今

回の賽の神イ

ベント開催が

実 現 し ま し

た。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【チーム会議のお知らせ】  
次回開催は以下のとおりです。関係者の方はご出席をお願いします。 

日時：４月 12 日（土）午後６時３０分から   

場所：七谷コミュニティセンター   

内容：具体的活動、行動計画の検討 等 

「こうなったらいいな」大谷地区の将来を描こう ～ 大谷地区将来プラン骨子 ～ 

 

１ 小さな村ではあるが、安心して生活できる大谷地区の実現 

２ 地域資源を生かした、持続的な農業形態の維持・発展 

３ 地域資源を生かした地域活性化 

ふるさと大谷地区への期待 将来プラン策定に想う ～住民の皆さんの声～ 

【下大谷 小学生】 

学校がなくなったとしても、地域

に子供たちがいっぱいいて一緒に

遊べる場所になってほしい。 

 

【下大谷 女性】 

子供たちが地域の皆さんにお会いしたときに明る

く元気にこんにちはと言えること、そしてそれにに

こやかに返答くださる地域の方々がいらっしゃるこ

と。将来も大谷でそれが出来ることを願っています。 

 そのために、残したいもの、残せるもの、新しく考

えること、地域に合ったやり方や様々な事柄を、難

しくはあるけれども悩みすぎず明るく話し合い、身

近なところから進めていける地域であってほしいと

思います。 

 

【下大谷 60 代 男性】 

 水稲 1.2ha の兼業農家でしたが、定年後は畑作業

や牛蒡葉（オヤマボクチ）にも挑戦しています。  

 昨年、知り合いのお宅を訪ねたときに偶然露地栽

培の檸檬やそら豆を発見し「豪雪地の大谷地区でも

栽培が可能なんだ！」と、感化され、令和７年から檸

檬栽培に挑戦します。 

 

【中大谷 60 代 男性】 

 まずは何か行動しないと始まらないので、3 地区

合同の賽ノ神というイベントができたことは一歩前

進したと思います。これからも賽ノ神の行事が続い

ていってほしいと思います。 

 これからの農業を考えると、米の値上がりは農家 

にとっては追風だと思います。大谷地区のきれいな 

 

水田を維持していく方法をみんなで一丸となって考

えてほしいです。 

 

【上大谷 ７０代 男性】 

人生１００年時代となり、大谷地区は人口が減り

高齢化も進み、寂しい気持ちはありますが、この地

を離れようと考えたことは一度もありません。遠く

で暮らしていた時も、帰りたい気持ちが強かったと

思います。どうしてか？と問われるとホッとするか

ら、どうしてホッとするのか？というと育ててくれ

た人や心配し応援して 

くれた人が居た地域だ 

からと思います。自然 

と人とが相まってホッ 

とする地域が目標です。 

大谷地区
み ん な

で目指す 10 年後の姿とスケジュール（案） 

今後、下記のできることから具体的な活動につなげていきます 

Ｒ５～７
考えてみる・試してみる

短期的（３年目まで）

Ｒ７～９
試してみる・やってみる

中期的（５年目まで）

Ｒ９～14
続けていく

長期的（10年目まで）

交流の場づくり
　地域の交流拠点
　人の拠り所

・地区（3集落）イベントの検討・
　開催（塞ノ神など）
・交流拠点、地域の拠り所の検討

・交流イベントの検討・開催

・交流拠点の活用

・交流イベントの開催

・交流拠点の活用

生活の利便性向上
　交通手段の確保
　買い物・医療の確保

・現状把握（移動手段、生活課題）
・先進事例収集

・行政との連携、補助事業活用

地域農産物の生産・有利販売
　農産物を収入源に

・新たな特産物の検討
・販売方法の検討

・新たな特産物の生産
・地域特産物の有利販売

農業を支える体制づくり
　「担い手」、「受け皿」の確保

・中山間地域等直接支払制度活用
・農業受皿組織の検討
・体験ツアーの検討
・鳥獣害対策の検討

・体験ツアーの開催
・鳥獣害対策の実施

・農業受皿組織の設立

地域資源の魅力発掘
　外部に誇れる大谷の魅力

・地域巡回による魅力探し
・地域資源活用方法の検討 ・地域資源の活用と情報発信

SNSを活用した情報発信
　情報発信・共有ツール

・動画作成、SNSによる情報発信
・地区コミュニティツールの検討 ・地区コミュニティツールの活用

具体的な取組内容（案）

1

2

3

重点取組


